PECSに関連する文献と用語解説

PECSの指導は、応用行動分析の指導方法を体系化したピラミッド教育アプローチを基にしています。行動分析学の用語は難しいので初学者に敬遠されがちですが、教育チーム内での共通理解を図る上でも大変重要です。ワークショップに参加される方は、予めこの用語を学習しておくと理解が早いでしょう。また行動分析学や発達障害の臨床に馴染みのない方は、以下に紹介する参考文献を読んで予習することをお勧めします。
参考文献

１．行動分析学の基礎知識

服巻繁・島宗理：対人支援の行動分析学．ふくろう出版（初級）
アルバート＆トルートマン：はじめての応用行動分析．ニ瓶社（中級）
２．ことばやコミュニケーション
アンディ・ボンディ＆ロリ・フロスト：絵カードでコミュニケーション．ニ瓶社（初級）
小林・山本・加藤：応用行動分析学入門．学苑社（中級）
日本行動分析学会編：ことばと行動．ブレーン出版（上級）
B．F．Skinner：Verbal Behavior（上級）
３．基礎研究やより深い内容

杉山・佐藤・マロット・島宗・マロット：行動分析学入門．産業図書（中級）
小野浩一：行動の基礎－豊かな人間理解のために－．培風館（中級）
杉山尚子：行動分析学入門-ヒトの行動の思いがけない理由．集英社新書（中級）
４．B.F.スキナー思想についての紹介

オドノヒュー・ファーガソン：スキナーの心理学．ニ瓶社（中級）
B.F.スキナー：科学と人間行動．ニ瓶社（中級）
B.F.スキナー：人間と社会の省察．勁草書房（中級）
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これまで行動分析学における用語について様々な訳し方があり、混乱することがよくあったため、ワークショップでは上の表のような呼び方を採用することにしました（日本行動分析学会が発行する行動分析学研究17巻2号を参照）。理由は4点あります。①似たような言葉を使う用語は混乱がおこりやすい。②日常使う言葉と専門用語をきちんとわけた方がわかりやすい。③初めて勉強する人にも感覚的にわかりやすい。④強と弱、好と嫌、など対となる概念は対となる言葉で表わすとイメージがわきやすい。
それでは以下ではワークショップで使う用語を説明します。
· 強化（reinforcement）：行動の直後の環境の変化によって、その後の行動への欲求が強くなったり、行動の頻度が増えたりすること。たとえば、自動販売機で飲み物を飲むときお金を入れて「飲み物のボタンを押す」という行動が、直後に飲み物が出てくるという環境変化によって強化される。
· 弱化（punishment）：行動の直後の環境の変化によって、その後の行動への欲求が弱くなったり、行動の頻度が減ったりすること。たとえば、回っている扇風機の羽に、偶然手が触れてしまって痛みを感じると、その後、回っている扇風機に手を近づけるという行動は生じ難くなる。
· 好子（positive reinforcer）：行動の直後に提示されて、行動の頻度が増大するような刺激や事柄のこと。わかりやすい説明だと、好きな物、嬉しいこと、時にはごほうび。なお、「好子」（ジュース）によって行動を「強化」する（ボタンを押せばジュースが出てくるということがわかり、その行動を行いやすくなる）というように用いる。マニュアルで紹介されている好子には以下のようなものがある。
	物的好子（material reinforcerあるいはtangible reinforcer）：接近や選択の頻度が高い刺激、具体的な物（お菓子・ジュース・玩具など）、活動（外出・散歩・粗大遊具）のこと。

	人的好子（social reinforcer）：人の反応や注目、賞賛など人を介して与えられる好子。注目してあげること、「すごいね」と誉めてあげることなど。


嫌子（aversive stimulus）：行動の直後に提示されて、行動の頻度が減少するような刺激や事柄のこと。わかりやすい説明だと、嫌いな物、嫌なこと。好子と同じように物的嫌子と人的嫌子がある。
· 機能的（functional）:　現在や将来の生活において役立ち、自立へとつながるもの。「機能的コミュニケーション」、「機能的活動」など。
· 般化（generalization）：ある場面で特定の行動を習得した後、別の場面でも行動が生じたり、類似した行動へ変化したりすること。たとえば、家で親に「おはよう」と挨拶をしていた子どもが、学校で友達に「おはよう」という場合、家で学習したことが学校でできている。また、同じ子どもが、お昼に「こんにちは」と言えた場合、類似した行動に変化できていることになる。
· エラーレス学習（errorless learning）：正しい反応や行動が生じるように、最初から本人にとってわかりやすい行動の手がかりを提示したり、確実にその行動が実行できるように手助けをしたりする指導方法。子どもに負荷が少なく効果的である。逆に、間違い（エラー）をした後に訂正する指導法だと子どもを混乱させ、効果的ではない場合がある。
· 個別取り出し型指導（discrete lesson）：特定の課題や合図に対して、1つの決まった反応が要求されるようなスキルの指導のことを指す。たとえば、簡単な計算をすることや、質問に答えること。この指導法によって身につくスキルは、集中的な反復練習により習得される。ディスクリートレッスンとも言う。
· 行動連鎖型指導（sequential lesson）：スキルの中には複数のステップを必要とするものがあり、そのスキルの指導を行動連鎖型指導と呼ぶ。たとえば、手を洗うというスキルは、①洗面所に移動する、②水道を開ける、③手を濡らす、④石鹸をつける、⑤手をこする、⑥手をすすぐ、⑦水道を閉める、⑧手をタオルで拭く、といった一つひとつの行動を順番に実行する必要がある。
· 順行連鎖（forward chaining）：行動連鎖型指導で、前から後ろに向かって徐々に行動を形成する手続き。たとえば、上記の手を洗うスキルで、①から順番に自分でできるように教えること。最初に①の洗面所に移動することを指導して習得させ、②以降は手伝ったり、代わりにやってあげたりするようにする。次は、②を指導して①と②を自分で実行させるようにして、③以降は支援する。これを順番に続けて、最終的に①から⑧まで全体の習得を目指す。
· 逆行連鎖（backward chaining）：行動連鎖型指導の中で、後ろから前に向かって徐々に行動を形成していく手続き。たとえば、手を洗うスキルで、①から⑦までは、手伝ったり、代わりにやってあげたりして、最初に⑧を自分でできるように教える。次は①から⑥まで支援して、⑦を指導し、⑦と⑧を自分で実行できるようにする。これを順番に続けて、最終的に全ステップの習得を目指す。
· 機会利用型指導（incidental lesson）：より自然な生活の中での学習場面を利用して指導を行う方法。たとえば、朝起きて、服を着替える状況の中でボタン閉めを指導するとか、洗面でタオルを探している場面でタオルの要求を指導するなど。それに対して、指導者側が意図的に創った場面で指導することを「構造化された指導」という（※TEACCHの構造化による指導とは別）。
· プロンプト（prompt）：本人の行動や反応が適切に生じるように、指導者が手伝ったり、手助けしたりすること。
· 遅延プロンプト（delayed prompt）：ある程度プロンプトして指導を繰り返した後に、指導者がプロンプトを出すタイミングを遅らせて本人の自発的な行動を待つことで、適切な行動や反応を促す方法。
· フェイディング（fading）：プロンプトを段階的になくしていく指導手続きのこと。
· 分化強化（differential reinforcement）：特定の場面で行動を強化し、他の場面では行動を強化しないことによって、特定の場面だけで行動が生起するようにする方法。あるいは、特定の行動は強化して他の行動は強化しないことによって、特定の行動だけが生起するようにする手続き。
· シェイピング（shaping）：目標とする行動により近い行動を徐々に強化することで、最終的に目標とする新しい行動を指導する手続き。行動形成ともいう。たとえば、ボールを5ｍ投げるという目標があるときは、0.5ｍ、1ｍ、2ｍと少しずつ5ｍに向けて強化していくこと。
· スキナー（Skinner, B. F., 1904 - 1990）：アメリカの心理学者で行動分析学の父。PECSはスキナーの考え方・功績をもとに考案された。
· マンド（mand）：スキナーの『verbal behavior』の用語で、要求（demand）や命令(command)など、相手に何か行動を求める行為。たとえば、「クッキーください」や「ボールをとってください」など（要求）があり、聞き手から物的好子（クッキー、ボール）を受け取ることによって強化・維持される。
· タクト（tact）：スキナーの『verbal　behavior』の用語で、環境とのコンタクト（contact）がきっかけとなって生じる言語行動。たとえば子どもが「ネコちゃんだ！」と言って（説明）、相手との関わりを求めようすること。人的好子（「そうだね」と相手が応答すること）によって強化される。






